
１　段位別受審者及び合格者数

初段 弐段 参段 計

受審者 32 5 2 39

合格者 15 3 1 19

２　講評要旨（小林 浩審査員）

　○ 初段は、気合の声が大きく、良かった。 弐段、参段は、正確な技が出ていなかった。

　○ 基本の立ち方(前屈立、後屈立、騎馬立)を大事にしてほしい。

　○ 突きは、相手の目をしっかり見て、上段・中段の正確な位置に突くこと。

　○ 前蹴りは、足裏が見えている人が多かったので、虎趾(指の付け根)で蹴るにように気を付けること。

３　段位別受審者の形の選択状況

（１）初段

抜塞大 観空大 燕飛 慈恩 計

27 － － 5 32

84% － － 16% 100%

（２）弐段

選定形

抜塞大 燕飛 計

4 1 5

80% 20% 100%

得意形

慈恩 観空大 計

4 1 5

80% 20% 100%

（３）参段

選定形

抜塞大 燕飛 計

2 － 2

100% － 100%

得意形

慈恩 十手 計

1 1 2

50% 50% 100%
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